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電動機からのSOS、絶縁監視装置が我々を呼んでいる！
福島事業所 遠藤　稔

絶縁監視装置の警報発生により、感電事故を防ぐ
ことができた事例をご紹介します。

〔状況〕
５月下旬の午前８時頃、電気事故受付センターか

ら「お客さまに設置している絶縁監視装置から特別
警戒連続（動力200V回路の漏電）の警報が発生し
ている」との連絡があり出動しました。出動時にお
客さまへ電話連絡したところ「工場は普段どおり稼
働しているし、従業員からも異常は無いと聞いてい
る」とのお話でしたが、お客さまは木材チップ製造
業で漏電火災の原因となる恐れがあるため、急いで
現場に向かいました。

〔調査〕
午前９時過ぎに到着し、お客さまへ状況をお伺い

したところ「異常等は発生していない」とのお話でし
た。漏電回路を特定するためキュービクルの動力変
圧器の漏えい電流を測定しましたが、すでに正常値
に回復していました。漏えい電流値が正常で漏電調
査が困難でしたので、設備を点検し異常の無いこと
を確認して様子を見ていただくようお願いしました。

翌日、午前８時に特別警戒連続の警報が発生した
ため、再度対応しました。調査を進め、工場内の動
力分電盤まで判明したところで警報が回復したため
機器の特定まで至りませんでした。

翌々日、再び特別警戒連続の警報が発生したため
調査し、木屑粉砕用電動機の口出部分の配線からの
漏電であることが判明しました。

〔原因〕
木屑粉砕用電動機の電源配線が自重でずり落ちて

おり、電動機口出線部分の配線が長年の振動により
被覆が損傷し、電線の心線が外箱に接触したり離れ
たりしたため、漏電が発生・回復を繰り返していた
ものでした。

〔復旧〕
感電・電気火災の恐れがあることから、機器の使

用を中止し、電気工事店に配線の工事を依頼し改修
していただきました。

〔お客さまの声〕
お客さまに漏電の原因を説明すると「木屑粉砕用

電動機の電源配線が垂れ下がっているように感じて
いたが、異常が出ていないから大丈夫だと思ってい
た。従業員が感電しなくてよかったです」と感謝の
言葉をいただきました。

〔まとめ〕
今回の事象は、電動機の配線損傷による漏電の事例

でした。過去に感電死傷事故が発生している事例でも
ありますので、日々の変化を見落とさない点検やお客
さまとの対話が必要であると再認識することができま
した。今後もお客さまとの対話と些細な変化を見落と
さない点検を心掛けていきたいと思います。

被覆が損傷した電動機口出線部分の配線

木屑粉砕用電動機
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